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前

回

は

山

陽

キ

ャ

ラ

バ

ン

の

報

告

を

し

ま

し

た

。

今

回

は

、

９

月

１７

～

２０

日

で

四

国

４

県

を

訪

問

し

た

四

国

キ

ャ

ラ

バ

ン

の

報

告

を

し

ま

す

。

 

 

前

日

の

台

風

一

過

で

抜

け

る

よ

う

な

青

空

の

も

と

、

愛

媛

原

告

団

３

人

は

意

気

揚

々

と

始

発

バ

ス

で

徳

島

へ

。

東

京

か

ら

始

発

便

で

徳

島

へ

来

る

は

ず

だ

っ

た

パ

イ

ロ

ッ

ト

原

告

事

務

局

長

の

機

長

は

、

前

日

の

台

風

の

余

波

で

便

が

キ

ャ

ン

セ

ル

に

な

り

、

午

前

中

の

取

り

組

み

に

は

間

に

合

わ

な

い

と

連

絡

が

入

る

。

波

乱

の

幕

開

け

を

予

感

さ

せ

た

。
（

携

帯

で

運

航

情

報

を

調

べ

る

と

「

台

風

の

乱

れ

に

よ

 ＪＡＬの不当解雇を聞いた時、会社幹部

の経営失敗を棚に上げ、再建のために現場

で長年働いてきたベテラン社員を整理解

雇するやり方に強い怒りを感じました。同

時に、国民的な力で、解雇された全員を再

び｢大空に飛び立たせたい」と思いました。 

 愛媛のＪＡＬ原告には、私たちの裁判に

いつも支援に来てもらい、傍聴席から応援

をもらっています。又、各地で行われてい

るオルグの場では、会場中にパワーを与え

るような力強いスピーチや手慣れた対応

を見聞きし、それらすべてが長年働いてき

たＪＡＬ職場で身についたものと感心し

ています。 

 ベテランのパイロットや客室乗務員を

解雇してまで行う経営再建は、どうしても

受けいれられないでしょう。 

 あるＪＡＬ原告は、「いまでも会社が好

きです。そんな会社に戻りたいです。」と

語り、又、別の原告は､不当解雇闘争をた

たかう中で、今までにはなかった人間関係

や感情がうまれ、支援してくださる多くの

人達とのつながりの大切さを話していま

した。 

 それは、私たち元周桑病院の原告も同じ

で、不当解雇のたたかいの中で人の温かさ

を感じ、労働運動の大切さや人との強いき

ずなを感じています。はじめは、ただ怒り

だけの感情でしたが、長く厳しいたたかい

の中で、支援していただいている多くの入

達や元の職場の同僚、原告団の仲間と、人

としてのふれあいが生まれました。そして

それは、何ものにも替えがたい大きな宝と

なっています。 

 秋の夜空を見あげれば、時おり飛行機の

明かりが見えます。そんな大空に再び飛び

立ち、｢好きな会社の好きな仕事」に戻る

まで、共に頑張りましょう。 

る

乗

務

員

不

足

の

為

キ

ャ

ン

セ

ル

」

と

過

去

に

は

な

か

っ

た

理

由

が

流

さ

れ

て

い

た

。

こ

れ

は

、

台

風

の

余

波

で

は

な

く

不

当

解

雇

で

退

職

が

止

ま

ら

な

い

結

果

の

人

員

不

足

だ

ろ

う

と

心

の

中

で

叫

ぶ

）

 

 

徳

島

で

は

、

７

月

３

日

に

結

成

さ

れ

た

「

Ｊ

Ａ

Ｌ

闘

争

を

支

援

す

る

徳

島

の

会

」

の

仲

間

と

、

い

つ

も

支

援

し

て

く

れ

て

い

る

県

労

連

の

協

力

で

、

無

事

全

て

の

取

り

組

み

を

終

え

る

こ

と

が

出

来

た

。

県

労

連

で

は

、

私

達

の

解

雇

の

翌

年

２

月

、

空

港

で

ビ

ラ

ま

き

を

し

て

く

れ

た

と

の

こ

と

。

闘

う

仲

間

の

連

帯

に

感

動

。

空

腹

を

抑

え

な

が

ら

夜

行

列

車

で

高

松

へ

向

か

う

。

 

 

２

日

目

も

労

働

局

へ

Ｉ

Ｌ

Ｏ

勧

告

を

遵

守

す

る

要

請

か

ら

始

め

た

。

 

 

香

川

で

忘

れ

ら

れ

な

い

の

は

、

過

日

、

県

労

連

大

会

で

報

告

さ

れ

て

い

た

「

大

島

青

松

園

」

の

事

。

８０

才

を

超

え

る

元

患

者

の

方

々

が

せ

め

て

余

生

を

過

ご

し

た

い

と

願

っ

て

い

る

園

で

職

員

削

減

提

案

が

さ

れ

た

。

そ

れ

に

抗

議

し

高

齢

の

入

園

者

が

ハ

ン

ス

ト

を

し

て

い

る

と

。

国

の

間

違

っ

た

隔

離

政

策

で

人

生

を

狂

わ

さ

れ

た

人

々

に

未

だ

こ

の

よ

う

な

仕

打

ち

を

す

る

、 
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裏

面

に
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く

）
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こ

の

国

の

人

権

感

覚

は

到

底

先

進

国

と

は

呼

べ

な

い

低

レ

ベ

ル

で

は

な

い

か

。

支

援

要

請

活

動

は

、

こ

の

国

の

あ

り

方

を

も

教

え

て

く

れ

る

。

最

終

バ

ス

で

高

知

へ

入

る

。

 

 

３

日

目

は

、

労

働

局

要

請

の

あ

と

パ

イ

ロ

ッ

ト

原

告

が

団

長

へ

交

代

。

空

港

か

ら

「

日

航

は

不

当

解

雇

を

撤

回

せ

よ

」

の

オ

レ

ン

ジ

色

の

襷

を

し

て

い

た

と

、

同

じ

飛

行

機

に

乗

り

合

わ

せ

て

い

た

支

援

者

に

感

心

さ

れ

て

い

た

。

 

 

高

知

は

木

曜

市

前

で

街

宣

し

た

が

、

ビ

ラ

の

受

け

取

り

が

日

本

一

？

と

思

う

ほ

ど

良

か

っ

た

。

「

市

」

を

立

て

て

い

る

人

に

も

ビ

ラ

を

配

っ

た

が

、

沢

山

の

人

が

励

ま

し

て

く

れ

た

。

さ

す

が

自

由

民

権

運

動

発

祥

の

地

。

 

 

翌

朝

最

終

日

の

愛

媛

へ

戻

る

。

市

駅

前

で

い

つ

も

の

仲

間

が

迎

え

て

く

れ

た

。

２

組

に

別

れ

２２

ヵ

所

を

回

り

、

ま

と

め

の

報

告

集

会

ま

で

何

と

か

や

り

終

え

た

。

 

 

理

不

尽

な

解

雇

を

決

し

て

許

さ

ず

、

必

ず

勝

利

を

掴

み

取

る

そ

の

日

ま

で

頑

張

る

決

意

を

新

た

に

し

た

実

り

多

き

４

日

間

で

し

た

。

 

 

各

県

の

皆

様

、

誠

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

了

）

 

    ＪＡＬ不当解雇撤回、高裁勝利！早期解決をめざす１０.

２５大集会参加の皆さんに、連帯と激励のメッセージを送り

ます。 

 安倍政権は、参院選後、消費税大増税、社会保障の大改悪、

雇用のルール破壊、原発推進、ＴＰＰ推進、憲法改定と集団

的自衛権の行使、米軍基地強化など、あらゆる分野で暴走を

はじめています。こうした中でも、私たちは、とりわけ雇用

のルール破壊の策動に危機感を高めています。彼らは、”雇

用の拡大や賃上げ”まで公言してアベノミクスへの期待をあ

おっていますが、その実態は、ブラック企業の放任や、「日

雇い派遣」の解禁まで含む派遣法改悪推進などで、まさに、

雇用破壊、解雇自由の推進そのものです。 

 現在、みなさんがたたかわれているＪＡＬの不当解雇も、

こうした策謀の先鞭として行われたことは歴然で、現在進行

中の裁判でも、すでにその真相が明らかにされています。私

たちは、このたたかいで、ルールを無視した解雇を明確に断

罪し、二度と彼らがこうした手段を取り得ないよう包囲・監

視しなければならないと考えています。 

 みなさんのたたかは、今日の日本の雇用破壊・解雇自由の

推進への反撃の先頭に立つもので、すべての労働者の要求と

たたかいを代表するものです。私たちは、こうしたたたかい

に奮闘する、愛媛出身の客室乗務員原告を支えるために結成

された地方の会ですが、みなさんとともに、勝利の日まで奮

闘する決意です。 

 ＪＡＬ不当解雇撤回と、１０.２５大集会に結集されたみ

なさんのたたかいが前進することを期待し、連帯のメッセー

ジとします。 

２０１３年１０月２５日 

ＪＡＬ不当解雇撤回とたたかう愛媛原告を支える会 

 ＪＡＬの不当解雇撤回をめざして取り組

まれた四国キャラバン。その締めくくりと

して、20 日夕方、四国キャラバン愛媛集会

が松山市内のコムズで行われました。集会

には約 60 名が参加。 

 挨拶と報告に立ったパイロット原告団長

の山口宏弥さんは、「安倍内閣は、日本を企

業が世界一活動しやすい国にすると言って

いる。労働組合をつぶすことで解雇自由を

狙っており、それを許さないため、勝利す

るまでたたかう」と決意を表明しました。 

 愛媛出身の原告３名は、キャラバンの疲

れも見せず、それぞれに力強く訴えを行い

ました。 

 伊方町出身の原告二宮斉子さんは、不誠

実な団体交渉の翌日、「断腸の思い」「誠心

誠意組合と話し合っている」という記者会

見を見て、退職をやめたたかうことを決意

したと、不誠実な会社の姿勢を批判しまし

た。 

 最後に、参加者全員が「あの空へ帰ろう」

を合唱し、たたかう決意を固めあいました。 

  

 原告の皆さん、本当にお疲れ様でした。 

 


